
























































































抜粋2 (E=Ethan, Sl=Student 1, S2=S加dent2, Y=Yusuke(researcher/author)) 
1 E: thi s七imeI was very happy wi七hyou. 
2 (. 3) 
3 E: uh: especially I↑like your uh: uh (.5) enthusiasm? 
4 (. 9) 
5 Sl: enthu一？
6 S2: en? 
7 (. 8) 
8 E: uh Yusuke how do you say enthusiasm in Japanese 
9 (1. 4) 
10 Y: nessh工nsa.
11 (. 5) 
12 E: nesshinsa? 
13 Y: mm hm. 




























なるということである。抜粋2では話し手である Eが聞き手である Yに”howdo you say enthusiasm 
in Japanese”と尋ねることで自身の語葉産出（enthusiasmに相当する日本語語葉の産出）に問題があ
ること、そしてその問題の修復を依頼し、 E自ら当該知識に関して自身が下でYが上であるとい



















































たのに対しDは自分は反対だと伝え、その理由として”Modemcity is not beautiful. There are a lot of 











I want to: live (.6) in[: 
[ ( B shifts her gaze from 
her E-Dictionary to D)) 
(3.3)/[((D looks aside)) 
huh uh 
[ ((B glances at her ED; then she 
looks at D while closing her ED)) 



























(. 7) I ( (D still looks aside)) 
((coughs)) 
huh uh 
(1. 7) I ((D shif亡S her gaze to C)) 
0inaka tte。
inaka/ ((looks at B)) tte nan da kke? 
ah:. 
(. 6) I ( (B looks upward; then she looks at & opens 
her ED; she then types on it)) 
haha/ ((still types on her ED)) 
huhu[huh ????? ?
ah: . ((shows her e-dictionary screen to C)) 
[ ((looks at B's ED screen)) 
[((looks at B's ED screen)) ah. 
country da. 
cou [ntry? I ((looks at D)) 


















修復されず語嚢探索連鎖が終わっていないことを示唆している。 Dはその後 127で咳払いをし、 C
は笑う（128）。129での沈黙の聞に、 Dは視線をCに向け、その直後Cに小さな声で”inaka白”と日
本語に切り替え、明示的に探している語葉とその修復をCに尋ねる（130）。Cはしかし即座にBの














示す。 Dは147-148で再度”coun-count叩”と繰り返すが、これは語葉探索によ り中断していた 118 
でのターン構築に必要な要素、 ”Iwant to live in”のinの目的語の追加により、彼女の元々のターン
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附録（文字化記号一覧）
(n.n) （）内の秒数分だけの音声のない状態 ↑ 直後の発話部分の顕著な音調の上昇
（．） 短い（0.19秒以下の）音声のない状態 ↓ 直後の発話部分の顕著な音調の下降
一 途切れなく密着した発話 h 呼気音（hの数だけ呼気音が続く）
発話の重なりの開始 .h 吸気音（hの数だけ吸気音が続く）
(word) 不明瞭な発話 wo(h)rd 発話部分の呼気を伴う産出
（） 参加者のジェスチャーなどの記述 under 発話の強調




つ 直前の発話の終了部分の音調の上昇 。word。 ささやき声で産出されている発話
直前の発話の終了部分の音調の下降 WORD 周辺よりも大きな声の発話
， 直前の発話終了部分の音調の半上昇
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